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積
丹
半
島
は
、
切
り
立
っ
た
断
崖
と
奇
岩
怪
石
が
連
な

る
海
岸
美
、
有
島
武
郎
の
小
説
『
生
ま
れ
出
ず
る
悩
み
』

の
主
人
公
、
木
田
金
次
郎
が
愛
し
た
絵
の
よ
う
な
„
積
丹

ブ
ル
ー
“
と
呼
ば
れ
る
青
色
の
海
と
白
波
、
か
つ
て
の
ニ

シ
ン
漁
千
石
場
所
の
記
憶
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
悲
話
伝

説
が
織
り
な
す
北
海
道
の
歴
史
・
自
然
史
物
語
の
宝
庫
で

あ
る
。

　

ま
た
、
積
丹
半
島
は
、
１
８
５
６
（
安
政
3
）
年
発
見

の
道
内
最
古
の
炭
鉱
・
茅
沼
炭
鉱
、
１
９
０
６
（
明
治

39
）
年
の
北
海
道
初
の
岩
内
水
力
発
電
所
、１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
運
転
が
開
始
さ
れ
た
北
海
道
電
力
泊
原
子
力

発
電
所
と
い
っ
た
三
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
史
上
の
„
北

海
道
初
“
を
持
つ
場
所
で
も
あ
る
。

　

こ
の
半
島
は
５
万
年
前
の
溶
岩
台
地
で
あ
り
、
鉱
物
が

豊
富
で
、
金
銀
重
晶
石
（
稲
倉
石
鉱
山
）、
亜
鉛
（
余
市

鉱
山
）、
マ
ン
ガ
ン
（
大
江
鉱
山
）
の
大
鉱
山
が
あ
っ
た
。

海
岸
は
、
こ
の
風
化
し
や
す
い
岩
石
が
一
年
中
強
い
北
西

の
季
節
風
波
浪
を
受
け
て
強
く
浸
食
さ
れ
、
切
り
立
っ
た

海
食
崖
の
男
性
的
な
景
観
の
断
崖
を
形
成
し
、
浸
食
が
免

れ
た
部
分
も
波
打
ち
際
に
奇
岩
怪
石
を
生
ん
だ
。
も
と
も

と
溶
岩
台
地
で
火
道
跡
だ
っ
た
岩
石
は
ロ
ー
ソ
ク
岩
、
弊

子
岩
な
ど
の
名
所
岩
と
な
り
、
そ
の
美
し
さ
は
洋
上
観
光

で
も
楽
し
ま
れ
る
。

　

海
岸
美
の
反
面
、
半
島
の
交
通
は
難
所
が
多
く
、
明
治

期
の
漁
業
時
代
は
北
前
船
や
磯
船
の
巡
航
だ
け
、
大
正
期

に
は
海
岸
線
の
み
の
道
路
開
削
で
狭
い
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
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積
丹
半
島
と
神
威
岬 

漁
業
遺
産
「
袋
澗
」

　

積
丹
半
島
東
海
岸
の
岸
辺
海
中
に
は
、
城
壁
の
よ

う
な
珍
し
い
石
積
み
の
遺
物
が
多
数
見
ら
れ
る
。
半

島
一
周
で
1
1
4
基
も
あ
る
。
観
光
客
に
は
理
解
で

き
な
い
謎
の
構
造
物
だ
が
、
こ
れ
が
積
丹
半
島
の
ニ

シ
ン
史
で
忘
れ
ら
れ
な
い
漁
業
土
木
遺
産
で
あ
る

「
袋
澗
（
ふ
く
ろ
ま
）」
の
遺
構
で
あ
る
。
ニ
シ
ン
場

の
網
元
が
大
金
を
投
入
し
、
本
州
か
ら
の
護
岸
工
事

専
門
の
石
屋
を
呼
ん
で
造
ら
せ
た
。
小
さ
い
も
の
で

磯
船
4
、5
隻
の
み
の
係
留
も
の
か
ら
、
大
き
い
も

の
で
は
今
の
大
型
漁
港
に
匹
敵
す
る
縦
横
1
0
0
ｍ

近
い
も
の
ま
で
あ
っ
た
。

　

積
丹
半
島
で
は
、
3
〜
4
月
の
漁
期
に
季
節
風
波

浪
が
凄
ま
じ
い
上
、
崖
海
岸
の
た
め
、
沖
で
大
漁
し

た
ニ
シ
ン
を
水
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
の
網
元
は
知
恵
を
働
か
せ
て
、
ニ

シ
ン
を
枠
船
（
2
0
0
石
）
か
ら
、
20
石
程
度
ず
つ

直
径
3
ｍ
、
長
さ
15
ｍ
く
ら
い
の
小
袋
（
袋
網
）
に

分
け
移
し
て
、
天
馬
船
で
そ
れ
を
岸
に
造
っ
た
石
積

み
の
堅
牢
な
生
け
簀
の
袋
澗
（
船
溜
り
兼
用
）
に
水

路
で
引
き
込
み
、
ゆ
っ
く
り
水
揚
げ
し
た
。
こ
の
装

置
で
積
丹
の
ニ
シ
ン
漁
獲
高
は
急
上
昇
し
、
全
道
一

の
漁
場
に
発
展
し
た
。
最
盛
期
の
明
治
後
期
に
は

1
0
0
ｍ
間
隔
で
造
ら
れ
る
ほ
ど
で
、「
袋
澗
銀
座
」

が
現
出
し
た
と
い
う
。
1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
に

積
丹
の
ニ
シ
ン
は
消
え
、
バ
ブ
ル
の
見
本
の
よ
う
な


